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今年はよく晴れますように !!  　夜に晴れて… 
　１月には晴れた夜が続きましたね。ほしぞらさ
んぽ、しましたか ? 　晴れたら短い時間でもほし
ぞらさんぽしましょうね。回数を重ねると星座の
ことなんか自然によくわかってきますよ。 
冬の星座がいま 見ごろ 
　冬の星空はほしぞらさんぽ向き、見上げるとた
くさんの星がとてもきれいに、見えていますね。
冬の星空はきれいだと言われますが、なぜでしょ
うか。理由は一つではないようです。 
⑴　冬は日没が午後４時台で、皆さんが生活して
いる時間帯に星空が見えてきて、星を目にする機
会が増えるということがあるでしょう。 
⑵　冬の空気は湿り気が少なくなって、星がすっ
きりと見える夜が多いようです。もともと空気の
中には目に見えない水蒸気がいつでもたくさん包
み込まれていますが、冬の北風はその水蒸気を雪
にして新潟県など日本海側にみんな落っことして
きます。だから伊勢原を吹き抜ける時の冬の風は、
雪を降らせた後の湿り気が少ない空気なのですね。
⑶　冬の星座には明るい星がたくさんあります。
でも春と秋の星座には明るい星が少ないのです。
冬の空にはもともと星がたくさん見えるので、あ
あきれい、と思えるのでしょうね。 
冬の空の明るい星を数えてみましょう。 
　冬を代表する星座をいくつ言えますか。 
　オリオン座、おおいぬ座、おうし座、ふたご座、
ぎょしゃ座、なんてありますね。ではおもな１等
星の名前は言えますか ?  
　おうし座のアルデバラン、オリオン座のベテル
ギウスとリゲル、おおいぬ座のシリウス、ふたご
座のポルックス、ぎょしゃ座のカペラ、こいぬ座
のプロキオン、ですね。覚えるときは星座の名前
もいっしょにくっつけて覚えましょう。「ぎょしゃ
座のカペラ」というように。 

星図 
　名前だけ
ではなくて、
星空を見上
げたときにすばやく見つけて指さして「あれはシ
リウスだよ」なんて言えたらかっこいいね。それ
には「星図」がないと。パソコンやスマホでも星
図が見られますが、それでは頭に入りません。ど
うしても紙の星図。例として冬の大ざっぱな星図
をのせておきました。 
　市立図書館の児童書・自然科学のコーナーには、
星座の本が何冊も並んでいます。本を借りて星図
を書き写しましょう。写真やコピーでなくノート
に手書きで書き写すと、皆さんの柔らかい頭なら
１回で覚えてしまうと思います。ぜひやってみて
ください。 



冬の月は空高く　夏の月は… ?  
　１ヶ月のおよそ半分は月明かりがあって、ほし
ぞらさんぽのジャマになりますね。だったら月の
観察もしてみたらいいのではないかしら。 
　冬に月を観察した人は知っていますね、首がつ
かれることを。冬の月は空高く、ほとんど天頂付
近を通っていきます。 
　え～知らなかったの ? 　気づいていなかった人
はさっそく確かめてみましょう。では夏の月はど
うだったでしょう ? 　思い出せますか。 
　ということで、月が地平から出る時に、どの辺
から上るだろうか、地上の目印を写真に撮ってお
くことをおすすめします。２月、３月、～６月と

毎月、満月前後の夜の月の出の写真を撮っておく
と、月が出る地点が変わることだけでなく、ほか
にも月のことがよく分かるようになるでしょう。 
朝も見える月 
　冬の朝、登校の途中に月を見たことがあるでしょ
う。「あら月が ! 」と小さな驚きだったでしょ
う ?  
　だって登校の時間帯に月が見えるのは秋から冬
の間だけですから。本当かって ?、気になる人は
今年１年間ずっと、晴れていたら朝の月を探して
みて、日記に書いておきましょう。大人でも気づ
いていないかもしれませんよ。 


